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１． 研究計画の概要 

ダイズおよびソルガムは、世界中の多くの
国々で利用されている穀類であるが、ミオイ
ノシトールにリン酸が６個結合した有機態
リン酸化合物のフィチン酸が多く含まれて
いる。フィチン酸は人間、豚、鶏などの単胃
動物においては消化・吸収できないために大
量のリン酸が排泄され、環境汚染の一因とな
っている。さらに、フィチン酸に Fe、Zn な
どの微量元素がキレート結合したフィチン
は、Fe、Zn の吸収を妨げる抗栄養成分として
広く知られ、穀類を多く消費する国々ではフ
ィチンによる Feや Znなどの微量元素の不足
による栄養障害も発生している。そこで、フ
ィチン酸に関わる多くの問題を解決するた
めに、本研究課題では低フィチン穀類の開発
を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

低フィチンダイズ、ソルガムを開発するた
めに本課題ではエチルメタンスルホン酸
（EMS）処理による突然変異誘発法を利用し
ている。EMS による突然変異誘発法によって
これまでも低フィチントウモロコシ、コムギ
が育成されていることから低フィチンの育
成には成功率が高い。また、EMS による育種
法は遺伝子組換え法に比べてより多くの変
異が得られやすく、さらに得られた植物体が
圃場レベルでの実験に使用できるなどの利
点がある。 
（１）低フィチンダイズの育成 

EMS 突然変異誘発処理により得られた変異
体の中から選抜したフィチン酸の低いダイ
ズ系統と、生産性が高く、かつ加工適性の優
れた日本の栽培品種、数品種と交配した。そ

の結果、2 品種との交配が成功した。2 品種
から得られた系統をそれぞれＬＰＮ系統、Ｌ
ＰＴ系統とし、その系統群から、フィチンの
より低い系統を選抜し続けている。2009 年度
には、ＬＰＮ系統から 9系統、ＬＰＴ系統か
ら 7系統を選んで圃場栽培し、生育期間の生
育状況調査および収穫後の子実重、百粒重、
分枝数や子実の全リン酸（TP）、無機リン酸
（Pi）、フィチン態リン酸（Phy-P）濃度を測
定し、環境適応性の高い、かつ収量性の優れ
た低フィチンダイズを選抜した。 
 
（２）低フィチンソルガムの育成 
 ダイズと同様ソルガムにおいても低フィ
チン系統の開発に EMS を利用し、この EMS 処
理して得られた多くの突然変異体の中から、
低フィチン酸の低い系統の選抜を行ってい
る。2009 年度においては、2008 年度に選抜
した M5 世代 14系統群を圃場に 4月下旬から
5 月下旬に圃場に播種し、収穫適期の 10 月下
旬から 11 月中旬に種子を採取した。選抜指
標として種子の全リン酸（TP）、無機リン酸
（Pi）、フィチン態リン酸（Phy-P）濃度を使
って低フィチンダイズを選抜した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
（１）低フィチンダイズの選抜とその特性 

21 年度までに得られた F5 系統の中から高
フィチン系統２系統、低フィチン系統４系統
を圃場栽培し、生育期間の生育状況調査およ
び収穫後の子実重、百粒重、分枝数や子実の
全リン酸（TP）、無機リン酸（Pi）、フィチン
態リン酸（Phy-P）濃度を測定し低フィチン
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ダイズを選抜した結果、普通栽培品種に比較
し、フィチン酸が 55-60%低い系統が得られた。 
（２）低フィチンソルガムの選抜 

突然変異体の 14 系統群 279 個体を精密実
験圃場で栽培し、収穫後の種子の TP、Pi、
Phy-P 濃度を測定し、フィチン酸のより低い
ソルガムの選抜を行った結果、TP に対する
Phy-P の割合は普通栽培品種では 85%である
のに対して、変異体の中の１系統群に Phy-P
の割合が 17 から 33%低く系統が得られた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）22 年の最終年度は、得られた低フィチ
ンダイズを用いて、豆腐および納豆の加工適
性について普通栽培品種と比較し、開発した
低フィチンダイズの食品への応用について
考察する。 
 
（２）フィチン酸の低いソルガムの遺伝的特
性を明らかにすると同時に、RFLP 法、RAPD
法などを用いて、簡便でより迅速な低フィチ
ン穀類の選抜方法を開発する。 
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